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ＷＥＢ開示表紙

業務の適正を確保するための体制
及び当該体制の運用状況

連結株主資本等変動計算書

連結注記表

株主資本等変動計算書

個別注記表

上記事項につきましては、法令及び当社定款第14条の規定に基づき、書面

交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面には掲載しておりませ

ん。

なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株

主の皆様に電子提供措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を

一律でお送りいたします。

第83回定時株主総会

その他の電子提供措置事項

（交付書面省略事項）

● 事業報告

● 連結計算書類

● 計算書類

（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）
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業務の適正を確保するための体制

業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

　(1) 業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

　　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制そ
の他当社及び当社子会社（以下「当社グループ」という。）の業務の適正を確
保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

　　① 当社グループの取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合す

ることを確保するための体制

 イ.「経営理念」、「企業活動指針」、「リスク管理基本規程」及び「コン
プライアンス規程」により、取締役及び使用人が法令及び定款に適合し
た行動をとるための守るべき規範や活動指針を明確にする。また、「リ
スク管理委員会」を通じて当社グループのコンプライアンス体制を監視
するとともに、取締役及び使用人に対し教育を通じコンプライアンスに
関する理解を徹底する。

 ロ.内部通報制度により、法令違反行為等に関する社内通報システムを運用
し、コンプライアンス経営の強化を図る。

 ハ.監査役は、取締役会、経営会議等の重要な会議に参加するなどして、取
締役の職務執行を監査する。

 ニ.監査部は、「内部監査関連規程」及び「内部監査計画」により、使用人
の職務の執行に対して業務監査及び改善指導を実施する。

　　② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

 イ.取締役の職務の執行に係る文書その他の情報は、「取締役会規則」及び
「文書情報関連規程」により、適切に保存及び管理を行う。

 ロ.取締役及び監査役は、前項の情報を常時閲覧することができる。

　　③ 当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制

 イ.当社グループの諸種のリスクに迅速かつ適切に対処するため、「リスク
管理基本規程」及び「リスク管理関連規程」により、リスク予防、リス
ク対応、再発防止等を行う。また、当社グループの業務に影響を与える
リスクに関し、社内外へ適時の開示を行う。

 ロ.監査役及び監査部は、当社グループのリスク管理の実施状況について監
査を行う。

　　④ 当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保する

ための体制

 イ.取締役会は、経営の基本方針や重要事項を決定するとともに、執行役員
の職務の執行を監督する。

 ロ.取締役会の決定した経営の基本方針に基づき、経営に関する事項を審
議、決定し、業務執行の効率化と全般的統制を行うことを目的として、
経営会議を原則として毎週開催する。

 ハ.日常的な業務の執行については、「職務権限規程」及び「業務分掌規程」
に基づき、執行役員又は部門責任者が迅速な意思決定を行う。

 ニ.年度計画により、当社グループが達成すべき目標を明確化する。

－ 1 －
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業務の適正を確保するための体制

　　⑤ 当社グループにおける業務の適正を確保するための体制

 　イ.「子会社管理規程」により、子会社に関する主要業務に係る諸手続及び
子会社に対する管理(内部統制システムの構築・運用の管理等)、指導、
育成のしくみを定め、これを実行することとし、定期的に開催するグル
ープ会社連絡会議等で、決算状況などについて報告を求める。

 　ロ.子会社における業務の適正を確保するため、「企業活動指針」を子会社
に準用、展開し、当社グループの取締役及び使用人が法令及び定款に適
合した行動をとるための守るべき規範や活動指針を明確にする。

 　ハ.子会社に、コンプライアンス担当部署を設置する。
 　ニ.監査部は、子会社の内部監査及び指導、勧告を行う。

　　⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における

当該使用人に関する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する

事項並びに当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

 イ.監査役が必要あるときは、監査部に所属する使用人は、監査役の職務の
補助業務を担当する。

 ロ.監査役の職務の補助業務を担当する監査部に所属する使用人は、その業
務に関して取締役の指揮命令を受けない。

 ハ.監査役の職務の補助業務を担当する監査部に所属する使用人は、監査役
に係る業務を優先して従事する。

　　⑦ 当社グループの取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他

の監査役への報告に関する体制及び報告をした者が当該報告をしたこと

を理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

 イ.当社グループの取締役及び使用人は、当社グループの業務又は業績に影
響を与える重要な事項について、監査役に報告する。

 ロ.監査役は、必要に応じて当社グループの取締役及び使用人から報告を求
める。

 ハ.内部通報制度により、法令違反その他のコンプライアンス上の問題につ
いて、監査役への適切な報告体制を確保する。

 ニ.上記各項の報告をした者が、当該報告をしたことを理由として、不利な
取扱いを受けない。

　　⑧ 監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関

する事項

　　　 　監査役が、その職務の執行について生ずる費用の前払又は償還等の請
求をしたときは、速やかに処理する。

　　⑨ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

 イ.代表取締役は、監査役と定期的に意見交換の場をもち、会社運営に関す
る意見を交換し、相互の意思疎通を図る。

 ロ.内部監査を所管する監査部は、監査役に協力し随時連絡調整を行う。

－ 2 －
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業務の適正を確保するための体制

　(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

　　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりでありま
す。

　  ① 経営理念、企業活動指針及びコンプライアンス

　　　 　当社グループの社員に対し、経営理念、企業活動指針及びコンプライ
アンスについて社内研修等で教育を行い、法令及び定款を遵守するため
の取組を継続的に行っております。

　　　 　また、内部通報取扱規程により法令違反行為等に関する通報・相談体
制を整備し、当社グループのコンプライアンスの実効性向上に努めてお
ります。

② サステナビリティの推進体制

サステナビリティの更なる推進、中長期的な企業価値の向上及び当社

グループの持続的な成長を目的にサステナビリティ委員会を設置してお

ります。サステナビリティ委員会は、当社グループのサステナビリティ

を巡る課題について、全社的かつ事業横断的に取り組み、基本方針及び

戦略の策定、目標の進捗管理、施策の審議等を通じて、当社の社会的価

値と企業価値の向上を図っております。

　　③ リスク管理体制

　　　 　リスク管理委員会において、法令・社内規程等の遵守状況に関する報
告を主管部署より受け、具体的な対策等について審議しております。

　　④ 取締役の職務の執行の適正及び効率性の確保

　　　 　取締役会は社外取締役５名を含む取締役12名で構成され、社外監査役
２名を含む監査役３名も出席しております。取締役会は、13回開催し各
議案についての審議、業務執行の状況等の監督を行っております。ま
た、グループ会社の経営上の重要事項についても、当社取締役会で報告
を受けております。

　　⑤ 監査役の職務の執行

　　　 　監査役は、監査計画に基づき監査を実施するとともに、監査役会を13
回開催し、また定期的に代表取締役と監査内容についての意見交換を実
施いたしました。さらに、監査役は会計監査人と５回面談し、監査結果
の報告を受けるとともに、経営上の重要事項についての意見交換を実施
いたしました。

－ 3 －
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連結株主資本等変動計算書

（令和５年４月１日から
令和６年３月31日まで）

（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 18,293 5,329 30,563 △246 53,939

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △1,246 △1,246

親会社株主に帰属する
当期純利益

4,260 4,260

土地再評価差額金の取崩 525 525

自己株式の取得 △1,625 △1,625

自己株式の処分 0 0 0

非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動

1 1

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計 － 1 3,539 △1,625 1,915

当期末残高 18,293 5,330 34,102 △1,872 55,854

その他の包括利益累計額
非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価
差額金

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 8,123 3,247 △233 11,137 466 65,543

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △1,246

親会社株主に帰属する
当期純利益

4,260

土地再評価差額金の取崩 △525 △525 －

自己株式の取得 △1,625

自己株式の処分 0

非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動

△171 △169

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の変動額（純額）

4,838 － 523 5,362 6 5,368

連結会計年度中の変動額合計 4,838 △525 523 4,836 △164 6,587

当期末残高 12,961 2,721 290 15,974 302 72,131

連結株主資本等変動計算書

－ 4 －
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連結注記表

連結注記表

連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記

１．連結の範囲に関する事項

（１）連結子会社の数

３社

（２）連結子会社の名称

テッケン興産（株）、（株）ジェイテック、鉄建プロパティーズ（株）

（３）非連結子会社

①主な会社の名称

　ＴＫパートナーズ（株）、鉄名建設（株）

②連結の範囲から除いた理由

　小規模会社であり、総資産、売上高、当期純損益及び利益剰余金等は、いずれも連結

計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除外しています。

２．持分法の適用に関する事項

（１）持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の数

　持分法適用の非連結子会社及び関連会社はありません。

（２）持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社

①主な会社の名称

非連結子会社 ＴＫパートナーズ（株）、鉄名建設（株）

関連会社 東和建設（株）

②持分法を適用しない理由

　それぞれ当期純損益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体として

も重要性がないため、持分法の適用範囲から除外しています。

３．会計方針に関する事項

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法

　満期保有目的の債券は償却原価法（定額法）、その他有価証券で市場価格のない株式

等以外のものは時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定）、市場価格のない株式等は移動平均法による原価法によっています。

　投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資（金融商品取引法第2条第2項に

より有価証券とみなされるもの）は、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可

能な最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっています。

②棚卸資産の評価基準及び評価方法

　販売用不動産及び兼業事業支出金の評価は、個別法による原価法、材料貯蔵品は移動

平均法による原価法によっています。（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法により算定）

　ただし、一部の連結子会社は貯蔵品や商品に先入先出法による原価法を採用していま

す。

　未成工事支出金の評価は、個別法による原価法によっています。

－ 5 －
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連結注記表

（２）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法

　定率法によっています。

　ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成28

年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっていま

す。

　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によ

っています。

②無形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法

　定額法によっています。

　なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっています。

　ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に

基づく定額法によっています。

③リース資産の減価償却の方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しています。

（３）重要な引当金の計上基準

①貸倒引当金

　売上債権及び貸付金等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不

能見込額を計上しています。

②完成工事補償引当金

　完成工事に係るかし担保の費用に備えるため、当連結会計年度の完成工事高に対する

将来の見積補償額に基づいて計上しています。

③賞与引当金

　従業員の賞与の支給に充てるため、支給見込額基準により計上しています。

④工事損失引当金

　受注工事に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末の手持工事のうち損失の

発生が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積もることができる工事について、損失

見込額を計上しています。

－ 6 －
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連結注記表

（４）収益及び費用の計上基準

　建設事業においては、主に長期の工事契約を締結しています。当該契約については、

一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基

づき収益を認識しています。進捗度の測定は、当連結会計年度末までに発生した工事原

価が、予想される工事原価の合計に占める割合に基づいています。

　なお、履行義務の充足に係る進捗率の合理的な見積りができない工事については、原

価回収基準を適用しています。また、工期が短い工事については原価回収基準を適用せ

ず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しています。

（５）その他連結計算書類の作成のための重要な事項

①ヘッジ会計の方法

　特例処理の要件を満たす金利スワップについて、特例処理を採用しています。

②退職給付に係る会計処理の方法

　ａ．退職給付見込額の期間帰属方法

　　　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に

帰属させる方法については、給付算定式基準によっています。

　ｂ．数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

　　　過去勤務費用は、発生時に一括償却しています。

　　　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期

間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌

連結会計年度から費用処理しています。

　ｃ．小規模企業等における簡便法の採用

　　　連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る

期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用していま

す。

③消費税等の会計処理

　固定資産に係る控除対象外消費税等は長期前払費用に計上し、５年間で均等償却して

います。

④関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用した会計処理の原則および手続

　共同企業体の会計処理については、共同企業体を当社の持ち分比率に応じて連結計算

書類に取込む方式（取込み方式）によっています。

－ 7 －



2024/05/27 16:21:12 / 23070342_鉄建建設株式会社_招集通知

連結注記表

重要な会計上の見積りに関する注記

　（収益認識における履行義務の充足に係る進捗度に用いる総原価の見積り）

（１）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

　履行義務の充足に係る進捗度に基づき計上した完成工事高（竣工済の工事を除く）

118,349百万円

（２）その他の情報

　建設事業においては、主に長期の工事契約を締結しています。当該契約については、

一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基

づき収益を認識しています。

　進捗度の見積りは、当連結会計年度末に施工中の工事の施工状況や工事請負契約の契

約条件等に著しい変化はないものと仮定して作成しています。

　これらの仮定が施工条件の変更や調達価格の変化等によって見直された場合には、履

行義務の充足に係る進捗度が変更され翌連結会計年度の完成工事高に影響を与える可能

性があります。

　（係争中の債権に係る回収可能性の見積り）

　　（１）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,263百万円

　　（２）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　　　　　南アジアで施工中の工事案件において、現地ジョイントベンチャー・パートナー企業

　　　　に対する工事原価の負担額に関する協議が難航している状況であり、令和５年４月４日

　　　　に国際仲裁裁判所へ、債権の回収を目的とした仲裁の付託を行いました。ジョイントベ

　　　　ンチャー・パートナー企業との協議状況や工事原価の負担額の支払状況等を踏まえ、回

　　　　収可能性を検討して貸倒引当金を計上しています。

　　　　　なお、貸倒引当金の計上にあたっては、工事収支の見積金額や、現地事情等に基づき

　　　　合理的に算定していますが、今後の工事進捗に伴う工事収支の見積金額の変動や、国際

　　　　仲裁の動向次第では、翌連結会計年度以降の連結計算書類に影響を与える可能性があり

　　　　ます。
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連結注記表

（１）担保に供している資産

建物・構築物 4,549百万円

土地 4,469百万円

兼業事業支出金 700百万円

投資有価証券 3,633百万円

その他の関係会社有価証券 3,559百万円

長期貸付金 23百万円

計 16,936百万円

（２）担保権によって担保されている債務

短期借入金 3,993百万円

長期借入金 3,571百万円

計 7,564百万円

２．有形固定資産の減価償却累計額 13,833百万円

保証債務

借入金保証 2百万円

計 2百万円

（２）再評価を行った年月日 平成12年３月31日

連結貸借対照表に関する注記

１．担保資産

３．偶発債務

４．土地の再評価

　土地の再評価に関する法律に基づき、事業用の土地の再評価を行い、当該評価差額に係

る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した

金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しています。

（１）再評価の方法

　土地の再評価に関する法律施行令第２条第４号に定める路線価及び路線価のない土

地は第２条第３号に定める固定資産税評価額に基づいて、奥行き価格補正等の合理的

な調整を行って算出しています。

（３）再評価を行った土地の当連結会計年度末における時価の合計額と再評価後の帳簿価額

の合計額との差額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    10百万円
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普通株式 15,668,956株

①配当金の総額 1,246百万円

②１株当たり配当額 80円

③基準日 令和５年３月31日

④効力発生日 令和５年６月30日

①配当金の総額 1,484百万円

②１株当たり配当額 100円

③基準日 令和６年３月31日

④効力発生日 令和６年６月28日

連結株主資本等変動計算書に関する注記

１．当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

２．剰余金の配当に関する事項

（１）配当金支払額

　　令和５年６月29日開催の第82回定時株主総会決議による配当に関する事項

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度と

なるもの

　　令和６年６月27日開催の第83回定時株主総会決議による配当に関する事項

　なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しています。
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連結注記表

連結貸借対
照表計上額

（百万円）

時価

（百万円）

差額

（百万円）

投資有価証券 22,623 22,623 －

その他の関係会社有価証券 13,047 13,047 －

長期未収入金 2,263 2,263 －

貸倒引当金　※２ △2,263 △2,263 －

資産計 35,670 35,670 －

長期借入金　※３ 13,649 13,563 △85

負債計 13,649 13,563 △85

金融商品に関する注記

１．金融商品の状況に関する事項

　当社グループは、資金運用については安全性の高い金融資産に限定しており、資金調

達については銀行借入による方針です。

　受取手形・完成工事未収入金等に係る顧客の信用リスクは、社内規程に沿ってリスク

低減を図っています。また、投資有価証券及びその他の関係会社有価証券は主として株

式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を行っています。

　借入金の使途は主として運転資金であり、一部の長期借入金の金利変動リスクに対し

て金利スワップ取引を実施して支払利息の固定化を実施しています。なお、デリバティ

ブ取引は社内規程に従い実行しています。

２．金融商品の時価等に関する事項

　令和６年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について

は、次のとおりです。なお、市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額2,132百万

円）は、投資有価証券及びその他の関係会社有価証券に含めていません。また、貸借対

照表に持分相当額を純額で計上する組合等への出資金（連結貸借対照表計上額794百万

円）については「時価の算定に関する会計基準の適用指針（企業会計基準適用指針第31

号）」の第24－16に基づき、時価開示の対象とはしていません。

※１　現金預金、受取手形・完成工事未収入金等、兼業事業未収入金、支払手形・工事未

払金等、短期借入金、未払金、預り金は短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿

価額と近似していることから、記載を省略しています。

※２　長期未収入金には、個別に計上している貸倒引当金をそれぞれ控除しています。

※３　長期借入金には、１年以内返済予定の長期借入金も含まれています。
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連結注記表

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以

下の３つのレベルに分類しています。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における(無調整の)相場価格により算

定した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを

用いて算定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用して用いる場合には、それらのイ

ンプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベル

に時価を分類しています。

投資有価証券・その他の関係会社有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しています。上場株式は活発な市場で取引され

ているため、レベル１の時価に分類しています。

長期未収入金

　個別取引毎にその概要、現況、債務者の状況等を確認したうえで回収可能性を検

討し、担保及び保証等による回収見込額をもとに算定しているため、レベル３の時

価に分類しています。なお、これらの債権の回収不能見込額については貸倒引当金

を計上しています。

長期借入金

　これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味

した利率を基に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類して

います。なお、変動金利による長期借入金は金利スワップの特例処理の対象とされ

ており、当該金利スワップと一体として処理された元利金の合計額を用いて算定し

ています。

デリバティブ取引

　金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一

体として処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載し

ています。
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連結貸借対照表計上額 時価

27,692 27,651

賃貸等不動産に関する注記

１．賃貸等不動産の状況に関する事項

　当社グループでは、東京都その他の地域において、賃貸用のオフィスビル（土地を含

む）等を有しています。令和６年３月期における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は

413百万円（賃貸収益は兼業事業売上高に、主な賃貸費用は兼業事業売上原価に計上）

です。

２．賃貸等不動産の時価等に関する事項

（単位：百万円）

（注１）連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控

除した金額です。

（注２）当連結会計年度末の時価は、主要な物件については社外の不動産鑑定士による不

動産鑑定評価書に基づく金額、その他の物件については、一定の評価額や適切に市

場価格を反映していると考えられる指標に基づく金額です。
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報告セグメント
その他

（注）
合計土木

工事

建築

工事

不動産

事業

付帯

事業
計

一般工事

鉄道工事

その他

51,663

40,327

－

61,630

26,334

－

－

－

3,331

－

－

106

113,294

66,661

3,437

－

－

192

113,294

66,661

3,629

一時点で移転される

財又はサービス

一定の期間にわたり

移転される

財又はサービス

45

91,945

296

87,668

2,210

9

70

7

2,624

179,632

8

－

2,632

179,632

顧客との契約から

生じる収益
91,991 87,965 2,220 78 182,256 8 182,264

その他の収益 － － 1,110 27 1,137 183 1,321

外部顧客への売上高 91,991 87,965 3,331 106 183,393 192 183,586

収益認識に関する注記

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当連結会計年度（自　令和５年４月１日　至　令和６年３月31日）

(単位：百万円)

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店等の

事業を含んでいます。

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結計算書類作成のため

の基本となる重要な事項に関する注記「３．会計方針に関する事項　(4)収益及び費用の計上

基準」に記載のとおりです。

　なお、建設事業に関する取引の対価は、契約条件に従い、おおむね履行義務の進捗に応じて

段階的に受領しています。
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当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 13,022

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 24,910

契約資産（期首残高） 73,479

契約資産（期末残高） 70,329

契約負債（期首残高） 6,871

契約負債（期末残高） 7,412

１．１株当たり純資産額 4,853円73銭

２．１株当たり当期純利益 282円09銭

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係

並びに当連結会計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると

見込まれる収益の金額及び時期に関する情報

(1)契約資産及び契約負債の残高等

（単位：百万円）

　連結貸借対照表において、顧客との契約から生じた債権および契約資産は、「受取手形・完

成工事未収入金等」に含まれており、契約負債は、「未成工事受入金」に含まれています。

　契約資産は、工事契約について履行義務の充足に伴って認識された収益に係る対価であり、

契約条件により顧客に対して請求が可能となった時点で顧客との契約から生じた債権に振替え

られます。

　契約負債は、履行義務の充足に伴って収益を認識する長期の工事契約において、契約条件に

よって受け取った前受金に関するものです。契約負債は、収益の認識に伴い取崩されます。

　当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は

6,650百万円です。また、当連結会計年度において、契約資産が3,150百万円変動した主な理由

は履行義務の充足に伴って認識された収益による増加及び契約条件に従った取引の対価の受領

による減少であり、これによりそれぞれ、195,286百万円増加し、198,436百万円減少していま

す。また、当連結会計年度において、契約負債が540百万円変動した主な理由は、履行義務の

充足に伴って認識された収益による減少及び契約条件によって受け取った前受金による増加で

あり、これによりそれぞれ、6,650百万円減少し、7,191百万円増加しています。

　過去の期間に充足（又は部分的に充足）した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益

の額は5,257百万円です。

(2)残存履行義務に配分した取引価格

　当社及び連結子会社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法

を適用し、当初に予想される契約期間が１年以内の契約について注記の対象に含めていませ

ん。未充足（又は部分的に未充足）の履行義務は、当連結会計年度末現在で277,016百万円で

す。当該履行義務は、建設事業における工事契約によるものであり、期末日後１年以内に約

55.0％が収益として認識されると見込んでいます。

１株当たり情報に関する注記
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株主資本等変動計算書

（令和５年４月１日から
令和６年３月31日まで）

（単位：百万円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本

準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金

合計
利益

準備金

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計固定資産

圧縮積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 18,293 5,289 － 5,289 80 2,308 26,138 28,527 △246 51,863

事業年度中の変動額

固定資産圧縮積立金
の取崩

△28 28 － －

固定資産圧縮積立金
の積立

2,712 △2,712 － －

剰余金の配当 △1,246 △1,246 △1,246

当期純利益 4,049 4,049 4,049

土地再評価差額金
の取崩

525 525 525

自己株式の取得 △1,625 △1,625

自己株式の処分 0 0 0 0

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 － － 0 0 － 2,683 644 3,328 △1,625 1,702

当期末残高 18,293 5,289 0 5,289 80 4,992 26,783 31,855 △1,872 53,565

評価・換算差額等
純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金 評価・換算差額等合計

当期首残高 8,123 3,839 11,963 63,826

事業年度中の変動額

固定資産圧縮積立金
の取崩

－

固定資産圧縮積立金
の積立

－

剰余金の配当 △1,246

当期純利益 4,049

土地再評価差額金
の取崩

△525 △525 －

自己株式の取得 △1,625

自己株式の処分 0

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額）

4,837 － 4,837 4,837

事業年度中の変動額合計 4,837 △525 4,312 6,014

当期末残高 12,961 3,313 16,275 69,841

株主資本等変動計算書
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個別注記表

重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．資産の評価基準及び評価方法

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　満期保有目的の債券は償却原価法（定額法）、子会社株式及び関連会社株式は移動平

均法による原価法、その他有価証券で市場価格のない株式等以外のものは時価法（評価

差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）、市場価格

のない株式等は移動平均法による原価法によっています。

　投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資（金融商品取引法第2条第2項に

より有価証券とみなされるもの）は、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可

能な最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっています。

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　販売用不動産及び兼業事業支出金の評価は、個別法による原価法、材料貯蔵品は移動

平均法による原価法によっています。（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法により算定）

　未成工事支出金の評価は、個別法による原価法によっています。

２．固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法

　定率法によっています。

　ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成28

年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっていま

す。

　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によ

っています。

（２）無形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法

　定額法によっています。

　なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっています。

　ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に

基づく定額法によっています。

（３）リース資産の減価償却の方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しています。

３．引当金の計上基準

（１）貸倒引当金

　売上債権及び貸付金等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不

能見込額を計上しています。

（２）完成工事補償引当金

　完成工事に係るかし担保の費用に備えるため、当事業年度の完成工事高に対する将来

の見積補償額に基づいて計上しています。

（３）賞与引当金

　従業員の賞与の支給に充てるため、支給見込額基準により計上しています。
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（４）工事損失引当金

　受注工事に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末の手持工事のうち損失の発生

が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積もることができる工事について、損失見込

額を計上しています。

（５）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の

見込額に基づき計上しています。

①退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させ

る方法については、給付算定式基準によっています。

②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

　過去勤務費用は、発生時に一括償却しています。

　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の

一定の年数（10年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から

費用処理しています。

③小規模企業等における簡便法の採用

　連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末

自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しています。

４．収益及び費用の計上基準

　建設事業においては、主に長期の工事契約を締結しています。当該契約については、

一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基

づき収益を認識しています。進捗度の測定は、当事業年度末までに発生した工事原価

が、予想される工事原価の合計に占める割合に基づいています。

　なお、履行義務の充足に係る進捗率の合理的な見積りができない工事については、原

価回収基準を適用しています。また、工期が短い工事については原価回収基準を適用せ

ず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しています。

５．ヘッジ会計の方法

　特例処理の要件を満たす金利スワップについて、特例処理を採用しています。

６．消費税等の会計処理

　固定資産に係る控除対象外消費税等は長期前払費用に計上し、５年間で均等償却して

います。

７．関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用した会計処理の原則および手続

　共同企業体の会計処理については、共同企業体を当社の持ち分比率に応じて計算書類

に取込む方式（取込み方式）によっています。
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重要な会計上の見積りに関する注記

　（収益認識における履行義務の充足に係る進捗度に用いる総原価の見積り）

（１）当事業年度の計算書類に計上した金額

　履行義務の充足に係る進捗度に基づき計上した完成工事高（竣工済の工事を除く）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   117,958百万円

（２）その他の情報

　建設事業においては、主に長期の工事契約を締結しています。当該契約については、

一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基

づき収益を認識しています。

　進捗度の見積りは、当事業年度末に施工中の工事の施工状況や工事請負契約の契約条

件等に著しい変化はないものと仮定して作成しています。

　これらの仮定が施工条件の変更や調達価格の変化等によって見直された場合には、履

行義務の充足に係る進捗度が変更され翌事業年度の完成工事高に影響を与える可能性が

あります。

　（係争中の債権に係る回収可能性の見積り）

　　（１）当事業年度の計算書類に計上した金額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,263百万円

　　（２）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　　　　　南アジアで施工中の工事案件において、現地ジョイントベンチャー・パートナー企業

　　　　に対する工事原価の負担額に関する協議が難航している状況であり、令和５年４月４日

　　　　に国際仲裁裁判所へ、債権の回収を目的とした仲裁の付託を行いました。ジョイントベ

　　　　ンチャー・パートナー企業との協議状況や工事原価の負担額の支払状況等を踏まえ、回

　　　　収可能性を検討して貸倒引当金を計上しています。

　　　　　なお、貸倒引当金の計上にあたっては、工事収支の見積金額や、現地事情等に基づき

　　　　合理的に算定していますが、今後の工事進捗に伴う工事収支の見積金額の変動や、国際

　　　　仲裁の動向次第では、翌事業年度以降の計算書類に影響を与える可能性があります。
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（１）担保に供している資産

投資有価証券 3,633百万円

その他の関係会社有価証券 3,559百万円

長期貸付金 23百万円

計 7,216百万円

（２）担保権によって担保されている債務

短期借入金 921百万円

長期借入金 958百万円

計 1,880百万円

２．有形固定資産の減価償却累計額 8,912百万円

保証債務

借入金保証 2百万円

計 2百万円

短期金銭債権 22,951百万円

短期金銭債務 8,974百万円

貸借対照表に関する注記

１．担保資産

３．偶発債務

４．関係会社に対する金銭債権債務

５．土地の再評価

　土地の再評価に関する法律に基づき、事業用の土地の再評価を行い、当該評価差額に

係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除

した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しています。

（１）再評価の方法

　土地の再評価に関する法律施行令第２条第４号に定める路線価及び路線価のない土地

は第２条第３号に定める固定資産税評価額に基づいて、奥行き価格補正等の合理的な調

整を行って算出しています。

（２）再評価を行った年月日　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 平成12年３月31日

（３）再評価を行った土地の当事業年度末における時価の合計額と再評価後の帳簿価額の合

計額との差額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   181百万円
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営業取引による取引高

売上高 40,038百万円

仕入高 33,885百万円

その他 332百万円

営業取引以外の取引高

受取配当金 367百万円

その他 13百万円

普通株式 870,226株

１．繰延税金資産

退職給付引当金 1,815百万円

貸倒引当金 1,373百万円

工事損失引当金 512百万円

賞与引当金 432百万円

固定資産減損 310百万円

投資有価証券有税評価減 122百万円

棚卸資産有税評価減 83百万円

その他 425百万円

繰延税金資産小計 5,076百万円

評価性引当額 △1,422百万円

繰延税金資産合計 3,654百万円

２．繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △5,583百万円

その他 △327百万円

固定資産圧縮積立金 △2,201百万円

繰延税金負債合計 △8,112百万円

繰延税金負債の純額 △4,457百万円

損益計算書に関する注記

１．関係会社との取引高

株主資本等変動計算書に関する注記

１．自己株式の数に関する事項

税効果会計に関する注記
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種類
会社等の
名称

議決権等
の所有
(被所有)
割合

関連当事者と
の関係

取引の内容
取引金額
(百万円)

科目
事業年度
末残高
(百万円)

その他の
関係会社

東日本旅客
鉄道㈱

直接
18.7％

建設工事の請負
役員の兼任、転
籍

完成工事高 40,034 完成工事
未収入金

22,937

未成工事
受入金

1,462

種類
会社等の
名称

議決権等
の所有
(被所有)
割合

関連当事者と
の関係

取引の内容 取引金額
(百万円)

科目
事業年度
末残高
(百万円)

子会社 テッケン興
産㈱

直接
100％

資材の購入 完成工事原
価

26,668 工事未払
金

5,386

電子記録
債務

2,686

種類
会社等の
名称

議決権等
の所有
(被所有)
割合

関連当事者と
の関係

取引の内容 取引金額
(百万円)

科目
事業年度
末残高
(百万円)

その他
の関係
会社の
子会社

㈱ジェイア
ール東日本
都市開発

なし 建設工事の請
負

完成工事高 4,788 完成工事
未収入金

2,320

関連当事者との取引に関する注記

１．その他の関係会社

（注）取引条件ないし取引条件の決定方針等

　取引金額その他の取引条件は、当社と関連を有しない他の当事者と同様の条件に

よっています。

２．子会社及び関連会社等

（注）取引条件ないし取引条件の決定方針等

　取引金額その他の取引条件は、当社と関連を有しない他の当事者と同様の条件に

よっています。

３．その他の関係会社の子会社

（注）取引条件ないし取引条件の決定方針等

　取引金額その他の取引条件は、当社と関連を有しない他の当事者と同様の条件に

よっています。
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１．１株当たり純資産額 4,719円41銭

２．１株当たり当期純利益 268円12銭

収益認識に関する注記

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　　連結注記表と同一です。

１株当たり情報に関する注記
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